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われら市民の応援団！

理事長・市長の新年のごあいさつ

活動状況・会員互助会研修旅行

子年生まれで～す

応援事業所大募集・会員募集・

編集後記

　

お
客
様
か
ら
セ
ン
タ
ー
に
多
く
の
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

・
ス
ー
パ
ー
店
長
か
ら
は
「
地
域
の
ベ
テ

ラ
ン
と
し
て
豊
富
な
知
識
や
経
験
を
教
授

頂
き
感
謝
し
て
い
る
。」

 

・
空
き
家
管
理
事
業
で
は
多
く
の
お
客
様

か
ら
「
満
足
。」
と
の
声
が
あ
り
ま
す
。

 

・
農
業
補
助
事
業
で
は
「
希
望
す
る
日
と

時
間
帯
に
就
労
し
て
頂
き
、
私
達
市
民
へ

の
大
切
な
応
援
団
で
す
。」
な
ど
感
謝
の

声
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
受
け
て
、
令
和
元
年
の
か
み

の
や
ま
温
泉
全
国
か
か
し
祭
に
、
わ
れ
ら

市
民
の
応
援
団
案
山
子
を
制
作
出
展
し
ま

し
た
。

　

今
年
も
元
気
な
町
づ
く
り
に
邁
進
し
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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わ
れ
ら
市
民
の
応
援
団
！



 令和 2年1月8日　

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。　

　

平
素
よ
り
当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
事
業
運
営
に
格
別
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
の
請
負
・
派
遣
事
業

は
、
昨
年
に
引
き
続
き
順
調
に
推
移

し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
空
家
管
理
事
業
は
、
目
標

　
　
　

理
事
長

　
　
　

山 

口  

勝 

博

上
山
市
長

横 

戸 

長
兵
衛

と
し
て
お
り
ま
す
件
数
・
実
働
延
人
員

を
大
幅
に
超
え
、
さ
ら
に
事
業
満
足

度
調
査
に
お
い
て
も
90
％
を
超
え
る

お
客
様
か
ら
高
い
評
価
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

空
家
管
理
は
、
良
好
な
生
活
環
境

を
保
全
す
る
と
と
も
に
安
全
・
安
心

な
町
づ
く
り
の
推
進
に
は
不
可
欠
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
市
や
商
工
会
と
連

携
を
図
り
事
業
拡
大
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
、
全
国
の
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
で
働
く
仲
間
の
数
は

70
数
万
人
で
あ
り
ま
す
が
、
令
和
６

年
度
に
百
万
人
を
目
指
し
そ
れ
ぞ
れ

の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
知
恵

を
出
し
合
っ
て
色
々
な
事
業
な
ど
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
、
予
め

希
望
す
る
仕
事
・
資
格
・
特
技
な
ど

を
登
録
し
、
就
労
す
る
際
に
入
会
す
る

「
シ
ニ
ア
パ
ー
ト
ナ
ー
制
度
」、
事
業
所

か
ら
独
自
の
割
引
を
宣
言
し
て
い
た
だ

く
「
が
ん
ば
れ
シ
ル
バ
ー
応
援
事
業
所

宣
言
事
業
」、
諸
事
情
で
就
業
が
困
難

に
な
っ
た
方
で
も
一
般
会
員
と
同
じ
資

格
で
活
動
で
き
る
「
ゴ
ー
ル
ド
会
員
制

度
」
を
新
た
に
制
定
し
て
市
民
の
皆
様

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

上
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
、

豊
か
な
経
験
や
知
識
を
有
す
る
高
齢

者
に
就
労
機
会
を
提
供
さ
れ
る
と
と

も
に
、
ふ
る
さ
と
・
上
山
へ
の
愛
情

を
も
っ
て
地
域
貢
献
を
実
践
さ
れ
て

お
り
ま
す
こ
と
に
、
深
く
敬
意
と
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
「
人
生
１
０
０
年
時
代
」
と

も
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
平
均
寿
命
が
延

び
て
お
り
、
高
齢
者
が
生
涯
現
役
と

し
て
多
様
な
形
で
社
会
参
加
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
な
か
、
平
成
三
十
年
に
、

貴
セ
ン
タ
ー
、
市
商
工
会
、
市
に
お

い
て
「
空
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す

る
連
携
協
定
」
を
締
結
し
て
お
り
ま

す
が
、
貴
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
専

任
職
員
を
配
置
し
相
談
の
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
化
を
図
る
な
ど
、
貴
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
取
組
が
県
内
外
か
ら
大
変
注

目
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

二
年
目
を
迎
え
た
昨
年
も
目
標
を

上
回
る
申
込
み
が
あ
り
、
本
市
に
お

け
る
適
正
な
空
き
家
管
理
、
良
好
な

生
活
環
境
の
維
持
が
図
ら
れ
て
お
り

ま
す
の
で
、
今
後
も
ご
協
力
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

就
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
と
お

し
て
、
本
市
に
元
気
な
風
を
吹
き
込
ん

新

年

の

ご

あ

い
さ
つ

か
ら
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
作
り
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。

　

毎
月
第
三
木
曜
日
に
入
会
説
明
会

を
当
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
、
会
員
の

募
集
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
是
非
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
ま
で
足
を

運
ん
で
下
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
も
安
全
就
労
に
努
め
市

民
か
ら
信
頼
さ
れ
活
力
あ
る
地
域
社

会
づ
く
り
に
貢
献
し
て
参
り
ま
す
。　

　

皆
様
か
ら
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
、
あ
わ
せ
て
皆
様
の
ご

健
勝
・
ご
多
幸
を
ご
祈
念
し
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
豊
富
な
知
識
と
経
験
を
地
域
に
存

分
に
伝
え
、
活
か
し
て
い
た
だ
き
ま
す

と
と
も
に
、
健
康
に
は
ご
留
意
さ
れ
、

素
晴
ら
し
い
一
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を

心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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秋
の
白
石
・
猪
苗
代
路

　

10
月
７
日
午
後
、
曇
空
の
下
、
上

山
を
出
発
し
ま
し
た
。

　

自
称
晴
れ
男
を
自
認
す
る
私
で

す
が
今
回
は
雨
が
心
配
で
し
た…

。

案
の
定
、
七
ヶ
宿
に
入
る
と
雨
が
降

り
始
め
ま
し
た
。

　

最
初
の
見
学
地
の
白
石
城
に
到

着
、
小
雨
の
中
徒
歩
で
10
分
程
度
、

入
口
の
急
な
石
段
を
登
り
城
内
に

入
る
。
天
守
閣
に
登
ろ
う
と
す
る

と
、
こ
れ
ま
た
急
な
階
段
、
シ
ル

バ
ー
世
代
に
は
ち
ょ
っ
と
き
つ
い

登
城
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
宿
泊
地
の
穴
原
温
泉
を

目
指
し
雨
の
中
を
ひ
と
っ
走
り
、
夕

 

会
員
互
助
会
研
修
旅
行

こんなことやりました （ 9 月～12月 ）令和元年度

▲ 会員文化作品展（10/26 ～ 27）

会員互助会研修旅行（穴原温泉 いづみや）

▲ 会員の善意 社協へ贈呈 (12/10)

▲ 県安全就業推進大会（10/17）

▲ 安全・安心研修会 (11/25)

▲  税務研修会（9/30）▲  全国かかし祭売店（9/14 ～ 15）

暮
れ
の
中
ホ
テ
ル
に
到
着
、
楽
し
み

の
宴
会
は
ひ
と
風
呂
浴
び
て
汗
を
流

し
て
か
ら
始
ま
り
最
高
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
９
時
出
発
、
10
分
程
で

中
野
不
動
尊
に
到
着
、
日
本
三
不
動

の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
洞
窟
め
ぐ
り
は

横
穴
が
枝
の
よ
う
に
伸
び
三
十
六
童

子
が
祀
ら
れ
て
い
る
神
秘
的
な
所
で

感
動
し
ま
し
た
。

　

次
の
見
学
地
は
野
口
英
世
記
念

館
で
す
。
小
雨
の
高
速
道
路
を
猪
苗

代
湖
畔
へ
と
走
り
ま
し
た
。
記
念
館

で
は
、
二
百
年
前
と
同
じ
場
所
に
当

時
の
ま
ま
で
保
存
さ
れ
て
い
る
生
家

を
見
学
し
て
、
60
年
前
の
我
が
家
を

思
い
出
し
ま
し
た
。

　

昼
食
地
は
、
ラ
ー
メ
ン
で
有
名
な

喜
多
方
で
。
30
分
程
で
駐
車
場
に
到

着
し
、
各
自
好
み
の
ラ
ー
メ
ン
店
を
目

指
し
雨
の
中
出
か
け
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
バ
ス
に
戻
り
、
う
ま
か
っ

た
と
か
、
値
段
高
か
っ
た
と
か
、
山

形
の
方
が
う
ま
い
な
ど
臨
時
の
評
論

会
が
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

後
は
帰
る
の
み
、
大
峠
を
通
り
米

沢
の
道
の
駅
で
休
憩
し
て
上
山
に
ひ

た
走
り
。

　

上
山
に
入
る
と
雨
は
上
が
り
ま
し

た
が
今
回
は
、
晴
れ
男
改
め
雨
男
の

２
日
間
で
し
た
。　
　
　
　

（
R
・
A
）



子
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子
年

Q.1 

趣
味
は
？

Q.2 

上
山
市
内
で
一
番
好
き
な
場
所
や
施
設
は
？

Q.3 

人
生
で
の
転
機
は
？

Q.4 

こ
れ
か
ら
の
目
標
は
？

Q.5 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し

　   

た
動
機
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
年
男
・
年
女
に
訊
く
　
会
員
27
名
の
中
か
ら
16
名

　
　
の
方
々
に
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

〝

〝

１ 

第
一
に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
第
二
に
漢

　

 

字
ナ
ン
ク
ロ
。

２ 

家
庭
菜
園
で
の
野
菜
作
り
。

３ 

人
生
の
中
で
５
つ
の
チ
ャ
ン
ス
。

４ 

健
康
を
大
切
に
す
る
。

５ 

老
後
生
活
の
中
で
奉
仕
活
動
。

（
一
月
生
れ
）

１ 

手
芸
、
編
み
物
、
袋
物
の
手
作
り
。

２ 

上
山
城
天
守
閣
か
ら
の
眺
望
。

３ 

旅
館
勤
め
を
し
て
い
る
頃
、
「
仕
事

　
 

は
臨
機
応
変
で
す
、
自
分
で
考
え
て

　

 
し
な
さ
い
。」
と
教
わ
っ
て
か
ら
。

４ 
健
康
に
気
を
つ
け
て
元
気
に
働
く
こ

　

 

と
。

５ 

夫
の
介
護
か
ら
解
放
さ
れ
、
何
か
楽

　

 

し
み
な
が
ら
お
仕
事
が
で
き
た
ら
い

　

 

い
な
と
思
い
ま
し
て
。

中
部
班　

　

 

齋
藤
ち
え
子

中
部
班　

　

松
本　

吉
夫

（
三
月
生
れ
）

１ 

野
菜
づ
く
り
。

２ 

ス
ー
パ
ー
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
回
り
。

４ 

健
康
で
あ
る
こ
と
。

５ 

会
社
を
辞
め
少
し
働
き
た
か
っ
た
。

北
部
班

　

斎 

藤  　

修

（
三
月
生
れ
）

１ 

D
V
D
、
カ
ラ
オ
ケ
、
射
撃
。

２ 

今
、
働
い
て
い
る
寿
荘
。

３ 

人
生
い
ろ
い
ろ
で
、
か
な
り
苦
労
し

　

 

ま
し
た
。
仙
台
に
行
っ
て
、
音
楽
の

　

 

学
校
に
入
っ
て
資
格
を
と
っ
た
こ

　

 

と
。

４ 

何
事
に
も
負
け
ず
、
前
に
進
む
こ
と
。

５ 

少
し
で
も
収
入
に
な
る
こ
と
。

（
二
月
生
れ
）

南
部
班　

　

片
桐　

文
好

１ 

絵
を
描
く
事
、
木
工
用
工
具
を
使
っ
て

　

 

何
か
を
作
る
事
、
体
操
と
陸
上
競
技
。

２ 

蔵
王
連
峰
の
四
季
が
望
め
る
自
宅
の

　

 

庭
。

３ 

阪
神
淡
路
大
震
災
、
中
越
沖
地
震
で

　

 

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
長
期
入
院

　

 

生
活
。

４ 

子
供
や
孫
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
、

　

 

健
康
に
注
意
し
て
生
活
す
る
。

５ 

地
域
の
地
理
と
仕
事
と
人
柄
を
知
る

　

 

た
め
。

北
部
班

　

小
針　

則
男

（
六
月
生
れ
）

１ 

ド
ラ
イ
ブ
。（
一
番
は
ト
ラ
ッ
ク
の

　

 

運
転
）

２ 

上
山
城
周
辺
、
特
に
桜
の
季
節
。

４ 

体
重
70
㎏
を
目
指
す
。

５ 

自
分
に
合
っ
た
仕
事
を
探
せ
る
と
思

　

 

っ
た
。

中
部
班　

　

蛇
子　

良
雄

（
六
月
生
れ
）

生
ま
れ
で
～
す

１ 

自
分
の
手
で
い
ろ
い
ろ
作
る
こ
と
。

３ 

上
山
市
に
家
を
買
い
、
移
り
住
ん
だ

　

 

こ
と
。

４ 

永
い
間
苦
し
ん
だ
病
気
も
完
治
し
た

　

 

の
で
、
残
り
の
人
生
を
元
気
で
暮
ら

　

 

し
た
い
。

５ 

何
も
わ
か
ら
な
い
上
山
で
多
く
の
人

　

 

と
知
り
合
い
、
い
ろ
い
ろ
学
び
た
い

　

 

と
考
え
。

東
部
班　

　

 

佐
藤　

東
藏

（
四
月
生
れ
）

１ 

花
見
に
行
く
こ
と
。（
バ
ラ
園
、
ダ

　

 
リ
ア
園
、
桜
等
）

２ 

蔵
王
ペ
ン
シ
ョ
ン
村
の
オ
ー
プ
ン
ガ

　

 

ー
デ
ン
。

３ 

50
代
で
自
動
車
免
許
取
得
。

４ 

健
康
と
笑
顔
。

５ 

充
実
し
た
日
々
を
求
め
て
。

南
部
班

　

門
間　

静
子

（
六
月
生
れ
）



子
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１ 

ゴ
ル
フ
の
練
習
、
小
遣
い
が
少
し
で 

　

 

き
た
ら
国
内
旅
行
を
す
る
こ
と
。

２ 

夏
の
涼
し
さ
と
四
季
そ
れ
ぞ
れ
の
楽

　

 

し
さ
を
体
感
で
き
る
坊
平
高
原
。

３ 

自
分
の
常
識
で
は
考
え
ら
れ
な
い
人

　

 

が
い
る
こ
と
を
経
験
し
た
こ
と
で
物

　

 

事
の
見
方
が
変
わ
り
ま
し
た
。

４ 

ゆ
と
り
の
精
神
で
、
一
日
い
ち
に
ち

　

 

を
大
事
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
。

５ 

引
き
こ
も
り
に
は
ま
だ
早
い
と
思
い
、

　
 

い
ろ
ん
な
仕
事
が
し
た
か
っ
た
。

（
八
月
生
れ
）

北
部
班　

　

 

伊
藤　

政
徳

１ 

仕
事
に
行
く
こ
と
。
き
れ
い
に
掃
除

　

 

を
し
て
自
分
が
納
得
す
る
こ
と
。

２ 

温
泉
が
好
き
で
す
。
上
山
は
い
い
温
泉

　

 

施
設
が
あ
り
、
幸
せ
だ
と
思
い
ま
す
。

３ 

平
成
30
年
の
主
人
の
病
気
、
31
年
に

　

 

私
が
病
気
を
し
た
と
き
。

４ 

健
康
で
元
気
に
仕
事
が
で
き
る
こ
と
。

５ 

知
り
合
い
の
紹
介
で
入
会
出
来
て
幸

　

 

福
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

南
部
班

　

大
堺　

繁
子

（
九
月
生
れ
）

１ 

花
壇
作
り
、
写
真
。

２ 

上
山
城
、
河
原
等
に
桜
が
咲
き
誇
る

　

 
時
。

４ 
健
康
で
多
く
の
人
と
交
流
し
、
毎
日

　

 

楽
し
く
過
ご
す
こ
と
。

５ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
少
し
で
も
地
域

　

 

に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
い
入
会
し
ま

　

 

し
た
。

南
部
班　

　

髙
内
カ
ツ
エ

（
十
月
生
れ
）

１ 

畑
仕
事
。

２ 

須
川
の
風
景
や
上
山
城
。

４ 

年
金
が
少
な
い
の
で
、
出
来
る
だ
け

　

 

自
分
で
作
っ
た
野
菜
な
ど
を
生
活
に

　

 

結
び
付
け
た
い
。

５ 

働
け
る
と
き
に
働
い
て
、
山
形
県
・

　

 

上
山
市
の
た
め
そ
し
て
自
分
の
た
め

　

 

に
も
と
思
っ
て
入
会
し
ま
し
た
。

東
部
班　

　

 

清
野　

喜
二

（
十
一
月
生
れ
）

（
十
二
月
生
れ
）

１ 

マ
ラ
ソ
ン
。（
チ
ー
ム
で
リ
レ
ー
マ

　

 

ラ
ソ
ン
を
制
限
時
間
内
に
完
走
す
る

　

 

事
。）

２ 

市
内
が
一
望
で
き
る
葉
山
神
社
、
三

　

 

吉
山
。

３ 

６
ヶ
月
以
上
の
研
修
や
見
習
い
で
機

　

 

関
士
に
な
っ
た
時
。

４ 

何
を
す
る
に
も
健
康
、
１
年
で
も
仲

　

 

間
と
走
れ
る
よ
う
。

５ 

退
職
し
た
と
き
、
自
分
に
何
か
出
来

　

 

る
事
が
あ
る
と
思
い
。

南
部
班　

　

東
谷　

周
一

（
七
月
生
れ
）

１ 

D
I
Y
、
家
庭
菜
園
、
海
釣
り
。

２ 

中
山
の
桜
公
園
と
天
主
山
、
地
区
の

　

 

仲
間
達
と
整
備
し
な
が
ら
ク
ア
オ
ル

　

 

ト
な
ど
で
楽
し
ん
で
い
る
。

４ 

健
康
で
い
る
こ
と
が
最
大
の
目
標
。

５ 

草
刈
り
や
雪
囲
い
な
ど
家
庭
で
使
え

　

 

る
技
術
が
学
べ
る
こ
と
と
、
仕
事
と

　

 

し
て
収
入
を
得
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か

　

 

ら
入
会
し
た
。

南
部
班　

　

吉
田　

繁
幸

（
九
月
生
れ
）

１ 

ゴ
ル
フ
、
ス
キ
ー
。

２ 

み
は
ら
し
の
丘
。

３ 

海
外
出
張
。

４ 

素
直
に
生
き
る
。

５ 

外
国
人
観
光
客
に
、
上
山
の
良
い
と

　

 

こ
ろ
を
案
内
し
た
い
。

南
部
班　

　

岡
村　

知
昭

１ 
家
庭
菜
園
、
旅
行
。

２ 

小
倉
か
ら
眺
め
る
沈
む
夕
日
。

３ 

若
い
時
、
蔵
王
で
ス
キ
ー
イ
ン
ス
ト

　

 

ラ
ク
タ
ー
と
し
て
経
験
し
た
こ
と
。

４ 

健
康
第
一
で
元
気
で
楽
し
く
過
ご
し

　

 

た
い
。

５ 

い
ろ
ん
な
人
生
経
験
者
と
一
緒
に
働

　

 

い
て
み
た
か
っ
た
。

北
部
班　

　

長
澤　

長
治

（
七
月
生
れ
）



 令和 2年1月8日　

１月16日、２月20日、３月19日

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

私
は
、
平
成
23
年
に
会
員
に

な
っ
て
６
年
、
色
々
な
仕
事
に
従

事
し
て
来
ま
し
た
が
、
諸
先
輩
の

仕
事
ぶ
り
と
、
植
木
剪
定
、
表
具

表
装
等
々
の
技
術
能
力
は
、
大
し

た
も
の
だ
と
つ
く
づ
く
感
心
し
て

お
り
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
し
て
も

積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
皆
様
に

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

２
年
間
で
４
回
の
広
報
編
集
に

先
輩
委
員
と
一
緒
に
携
わ
っ
て
来

ま
し
た
が
、
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
い

た
だ
き
、
事
業
内
容
や
会
員
の
活

動
を
判
り
易
く
、
見
や
す
い
内
容

で
「
シ
ル
バ
ー
だ
よ
り
」
を
作
成

出
来
た
の
で
は
と
自
負
し
て
い
ま

す
。
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

編
集
と

　
　 

良
き
紙
を
作
る

　
　
　  

難
し
さ
か
な
（
字
余
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　 （
Ｍ
・
Ｏ
）

　

今
号
は
趣
向
を
変
え
て
広
報
委
員
自
ら

の
『
最
近
就
業
寸
描
』
で
す
。

　

○
月
○
日　

曇
り
の
ち
晴
れ

　

今
や
晩
秋
の
大
恒
例
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ

た〝 

上
山
ツ
ー
ル
・
ド
・
ラ
・
フ
ラ
ン
ス

大
会〝 

に
派
遣
さ
れ
た
23
名
の
シ
ル
バ
ー

会
員
の
一
人
と
し
て
立
哨
業
務
に
携
わ
り

ま
し
た
。
働
く
仲
間
達
は
銘
々
コ
ー
ス
の

主
要
ポ
イ
ン
ト
に
立
ち
エ
ン
ト
リ
ー
が
千

名
に
及
ぶ
参
加
者
達
の
安
全
確
保
の
た
め

誘
導
し
、
熱
い
声
援
を
送
り
ま
し
た
。
自

転
車
で
駆
け
抜
け
て
い
く
、
男
女
と
り
ど

り
の
若
者
達
と
爽
快
な
一
体
感
を
共
有
出

来
て
、満
足
の
一
日
で
し
た
。　

 

（
Ｈ
・
Ｗ
）

　

障
子
・
襖
貼
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
朝

一
番
で
お
客
様
宅
に
預
か
り
に
行
き
、
作

業
場
に
持
っ
て
き
て
作
業
に
入
り
、
夕
方

に
は
お
客
様
宅
へ
届
け
、
き
れ
い
に
な
っ

て
あ
り
が
と
う
と
言
わ
れ
る
と
、
疲
れ
が

一
気
に
取
れ
る
感
じ
で
す
。       

（
Ｒ
・
Ａ
）

  

〝 

ス
ー
パ
ー
お
お
ば
ん〝 

で
品
出
し
の

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
入
荷
し
た
商
品
や

倉
庫
の
商
品
を
売
り
場
の
陳
列
棚
に
綺
麗

に
並
べ
る
仕
事
で
す
。
牛
乳
や
飲
料
品
、

醤
油
や
米
な
ど
も
扱
う
の
で
多
く
は
力
仕

事
で
す
が
、
賞
味
期
限
通
り
は
け
る
よ
う

陳
列
の
仕
方
に
は
頭
も
使
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
食
品
な
の
で
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
破
れ
た

り
床
に
落
と
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
の
で
指

先
に
も
気
を
つ
か
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
働

き
な
が
ら
体
と
頭
の
体
操
を
し
て
い
る
わ

け
で
す
。
効
果
の
ほ
ど
は
わ
か
り
ま
せ
ん

が
今
の
と
こ
ろ
元
気
で
過
ご
し
て
い
ま

す
。　　
　
　
　
　
　
　
　

      

（
Ｊ
・
Ｓ
）

編
集
後
記

会員募集！入会説明会  毎月第３木曜日開催

シルバー人材センターは高年齢者の健康で生きがいのある生活の実現と、地域社
会の福祉の向上と、活性化に貢献しています。

至 米沢

至 市街地至 山形

JR茂吉記念館前駅

至 蔵王エコーライン

上山市シルバー
人材センター

もちづき
眼科　　

セレモニー 
   ホール

みゆき会病院

シルバー人材センター事務所は

JRかみのやま
温泉駅

N
　い　つ　毎月第3木曜日

　　　　　　　　　　午後1時30分
　　　　　　どこで　シルバー人材センター

会員募集中！

年  会  費　  3,000 円
別に

1,000 円

入会説明会

（会員互助会費）
サッカー場

お気軽にお問合せ下さい。  ☎ 673-2083

　シルバー人材センターでは事業目的に賛同しシルバー人材センター会員が会員証
を提示した場合販売している商品割引や一品おまけなどの割引等を宣言し、シル
バー人材センター会員を応援していただける事業所を下記のとおり大募集します。

１　募 集 期 間　　令和２年１月１０日から随時受付（土・日曜・祝日を除く）
２　受 付 時 間　　午前８時３０分～午後５時１５分
３　受 付 場 所　　シルバー人材センター事務室に備え付けの「 がんばれシルバ
　　　　　　　　　ー応援事業所宣言届出書」で受付ますが、その際、割引の内
　　　　　　　　　容と割引範囲を記入いただきますので予め準備を願います。
４　受 付 料 金　　無　料
５　割 引 期 間　　令和２年４月１日から２年間（期間延長あり）
６　照  会  先　　上山市シルバー人材センター　　電話　６７３－２０８３


